
特徴① 保険者のよくある“お悩み”を解決！

「もやっとポイント」から
仮説を立てる

加入者の大きな特徴や
傾向をつかむ方法

情報を届けたい
加入者を決める

期間毎に分かりやすい
目標を決める

加入者へ伝える情報を
決める

加入者の心に届く
コンテンツを作る

効果を確認して
次に活かす

担当職員のよくあるお悩み

分
析

設
計

開
発

評
価

本書でご紹介する解決法

加入者と日々接している保険者のご担当者が抱えるお悩みを解決する手法を
まとめました

『加入者に対する効果的な情報提供の実践マニュアル』のご紹介

特徴② “すぐに使える”テンプレートやサンプルを多数掲載！

期待できる効果 制約事項の抑制度合い

協力の
得やすさ

詳細・複雑な
情報収集

反応の
速さ

新型コロナ
感染リスク

所要期間・
工数

回答者の
ご負担

回答者側の
環境準備

評価
方法
(例)

直接的

個別
アプローチ

訪問・対面
面談 〇 〇 △ × × △ 〇

電話
インタ
ビュー

〇 〇 △ 〇 × △ △

FAX型
アンケート △ △ △ 〇 × 〇 △

一括
アプローチ

インター
ネット型
アンケート

△ △ △ 〇 〇 〇 ×

郵送型
アンケート △ △ △ 〇 〇 〇 〇

間接的

イベント等の
参加者数の集計分析 〇 × △ × × 〇 〇

HPのアクセス数・
経路分析 〇 × 〇 〇 〇 〇 ×

問合せ件数・内容
分析 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

特徴③ 情報提供の手順を体系的に“分かりやすく”ご紹介！

特徴④“取組み手法と具体例”をセットでご紹介！

取組み手法 具体例

収集する情報

加入者の現状やこれまでの取組みを踏まえてデータを見える化して整理する事で、
取組みの課題を明確にします。課題を明確にすることで事業を計画・実行していくこと
ができます。

取組み手法

1.1. 現在の状況を確認する

保険者が有している各種データをもとに、加入者の現在の状況を確認します。現状
分析は、「情報収集」「現状把握」「現状分析」の3工程に分けて実施します。

まずは、混在する事象の中から集めたデータをグラフや図などにして見える化します。
そして、グラフや図から現状を把握します。現状把握した内容から加入者の特徴や課題
を抽出します。

まずは現状を把握するために、参考となるデータを収集、整理します。国保データ
ベース（以下、KDB）や他の保険者が公開している情報から健診・医療・介護に関する
情報を収集することが出来ます。自身の団体が保有するデータだけでなく、公開され
ている統計データや他保険者データ等と比較することで傾向が見られます。そのため
の土台となるデータを収集します。
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ステップ3
特徴や課題を抽出

ステップ2
データをグラフや図表化し現状を把握

ステップ1
参考となるデータの収集

情報収集

現状把握

現状分析

参考となるデータの収集ステップ１

KDB 過去の調査
データ

国民健康保険
実態調査

（厚生労働省）

その他統計
データ

（健康保険組合
連合会など）

分析
戦略

デザイン
評価

１ データの見える化で課題を特定する
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今回の実証事業のフィールドである横須賀市 国保のデータ分析に加え、
全国の国保についても分析して比較することにより、横須賀市 国保の加
入者や事業に関する状況を客観的に把握しました。

参考となるデータの収集ステップ１

データをグラフや図表化し現状を把握ステップ2

図表1-1-2 一人当たり医療費の年齢階層別比較（横須賀市、県、国、同規模自治体)

横須賀市国保の加入者の現状を把握できるように、KDBや過去の調査データを用
いて医療費や被保険者の年齢構成、受療率などのデータを収集し、グラフや図表化し
ました。

また、比較対象として全国の国保における加入者の状況を把握できるようにするた
め、公開しているデータをグラフや図表にして集めたデータを図表化しました。

グラフ化した結果を確認すると、例えば国や県、同規模の自治体と比較
して横須賀市は20代以降すべての年代で1人当たりの医療費が高くなっ
ていることが分かります。

KDB 過去の調査
データ

国民健康保険
実態調査

（厚生労働省）

その他統計
データ

（健康保険組合
連合会など）

横須賀市 国保に関するデータ 全国の国保等に関するデータ

分析
戦略

デザイン
評価

実証
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加入者の大きな
特徴や傾向をつかむ

データの見える化
で課題を特定する

これまでの取組み
を振り返る

現在の状況を
確認する

これから注力する
ことを決める

データをグラフや
図表化し現状を

把握する

参考となるデータ
を収集する

特徴や課題を
抽出する

作業手順の理解の促進や実践時の作業効率化を目指して、実証事業で実際
に用いたテンプレートやサンプル成果物をふんだんに盛り込んでいます

情報提供に向けた様々な手順を階層化しており、全体を俯瞰しながら体系的
に理解しやすい構成となっています

取組みの手順や考え方を説明した直後に具体的な作業事例を示しているため、
内容が理解しやすく、すぐに実践に移すことができます

本マニュアルは、加入者に対する効果的な情報提供を目的としており、実際の市町村国保で行った実証を含めることで、保険
者にとって実践的な内容にまとめました。現場担当者をはじめ、管理職の方や被用者保険の皆様もご参考ください。

手元にたくさんのデータはあるけれど、
どう分析すればよいか分からない・・・

？

加入者の一人ひとりと向き合ってき
たけれど特徴や傾向って何なのか・・・

？

日々の業務も忙しい中、何を優先すれ
ばよいか決められない・・・

？

情報提供をしても効果が出るまで長
い時間がかかるのでは・・・

？

イベントや生活改善方法の紹介をして
も反応がいまいち・・・

？

作るコンテンツがいつも同じような内
容でインパクトがない・・・

？

色々と取り組んできたけれど効果が
分からない・・・

？
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